
　
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、
今
年
も

「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」
を
１

〜
２
月
に
実
施
し
た
。
本
誌
は
「
現
代
生
活
者
の
住
ま
い
・
生
活
観 

２
０
１
０

―
持
続
可
能
性
と
生
活
満
足
」
と
題
し
、
本
章
で
は
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員
が
分
析
、
報
告
を
行
っ
て
い
る
。 

　
本
稿
で
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
調
査
方
法
や
問
題
意
識
、
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
こ
の
調
査
の
全
体
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、
本
章
各
論
考
の
理

解
に
役
立
つ
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
今
回
の
調
査
の
大
き
な
特
徴
は
回
答
者
の
補
充
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
調
査
は
基
本
的
に
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
り
、
１
度
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
、
毎
年
継
続
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全

体
の
動
き
だ
け
で
な
く
、„
個
人
“
が
ど
の
よ
う
に
意
識
を
変
化
さ
せ
て
い

る
か
を
追
跡
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
実
際
に
、
昨
年
の
季
刊
誌

「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
９０
号
で
は
過
去
の
調
査
と
の
比
較
を
柱
に
分
析
を
行
っ
た
。 

　
一
方
、
パ
ネ
ル
調
査
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
、
回
答
者
の
追
跡
が
難
し
い
と

い
う
問
題
も
持
っ
て
い
る
。
同
じ
人
に
回
答
し
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
は
、
転

居
や
不
在
と
い
っ
た
障
害
が
立
ち
は
だ
か
る
。
そ
の
困
難
の
度
合
い
は
年
齢

層
に
よ
っ
て
異
な
る
。
特
に
若
年
層
は
移
動
が
頻
繁
で
あ
り
、
回
答
者
と
コ
ン

タ
ク
ト
を
と
り
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
５
年

経
て
ば
２６
歳
の
回
答
者
は
３０
歳
に
な
り
、
全
回
答
者
を
追
跡
で
き
た
と
し
て

も
、
そ
の
ま
ま
で
は
２０
代
前
半
の
回
答
者
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

　
そ
の
た
め
、
第
１
回
調
査
に
お
い
て
は
、
２０
代
の
回
答
者
が
全
体
の
１１
・
８

％
、
３０
代
が
２２
・
６
％
、
４０
代
が
２２
・
０
％
、
５０
代
が
２３
・
１
％
、
６０
代
が
２０
・
５

％
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
昨
年
第
５
回
調
査
で
は
、
２０
代
が

５
・
６
％
、
３０
代
が
１５
・
８
％
、
４０
代
が
２４
・
０
％
、
５０
代
が
２４
・
３
％
、
６０
代
以

上
が
３０
・
３
％
と
か
な
り
い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
３
年
前
の
第
３
回
調

査
に
お
い
て
、
約
５
０
０
人
の
新
規
回
答
者
を
追
加
し
た
う
え
で
の
値
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
克
服
す
る
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
若
年
層
を
中
心

に
、
新
規
対
象
者
を
３
９
２
名
補
充
し
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報

保
護
法
の
運
用
が
厳
し
く
な
り
、
従
来
の
住
民
基
本
台
帳
で
の
サ
ン
プ
ル
抽

出
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
か
ら
エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と

い
う
（
住
宅
地
図
を
用
い
る
）
方
法
を
利
用
し
た
。 

　
こ
こ
に
、
今
回
の
調
査
の
問
題
意
識
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
従
来
堅
持
し
て
き
た
、
無
作
為
抽
出
と
い
う
中
立

性
を
、
あ
る
程
度
あ
き
ら
め
て
、
若
年
層
の
意
識
デ
ー
タ
を
意
図
的
に
多
く
収

集
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
特
徴
で
あ
る
。
住
ま
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
少

子
高
齢
化
問
題
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
問
題
な
ど
に

関
し
、
世
代
間
の
意
識
が
ど
う
違
う
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
が
同
じ
な
の
か
を

検
討
す
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
次
代
の
持
続
可
能
な
社
会
や
生
活
に
対
す

る
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
試
み
た
。 
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そ
れ
が
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
各
論
考
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

本
稿
で
は
次
節
よ
り
、
調
査
の
概
要
を
報
告
す
る
。 

   

　
正
式
名
称
は
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活

意
識
調
査
（
第
６
回
）」
で
あ
り
、„
「
住
ま
い
・
生
活
」
に
関
し
て
生
活
者
が

抱
え
る
現
在
の
問
題
、
期
待
す
る
姿
・
方
向
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
解
決

策
、
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
分
析
・
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ

と
“
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
は
１
〜
２
月
に
調
査
を
実
施
し
た
。
同
様
の

調
査
を
２
０
０
５
年
か
ら
毎
年
１
回
ず
つ
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
６
回
目

に
な
る
。
２
０
０
６
年
の
第
２
回
の
み
郵
送
調
査
で
、
そ
れ
以
外
は
回
答
者
の

自
宅
を
調
査
員
が
訪
問
す
る
留
置
調
査
で
あ
る
。
調
査
結
果
の
概
要
、
分
析
は

本
誌
７４
号
、
７５
号
、
８２
号
、
８６
号
、
９０
号
な
ど
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
査

デ
ー
タ
や
関
連
論
考
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

公
開
し
て
い
る
（
※
）。 

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
調
査
の
最
大
の
特
徴
は
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
る
こ

と
だ
。
第
１
回
調
査
（
２
０
０
５
年
）
で
の
回
答
者
１
０
３
４
人
の
回
答
者
に

継
続
し
て
調
査
を
依
頼
し
つ
つ
、
回
答
い
た
だ
け
な
く
な
っ
た
方
の
補
充
を

第
３
回
調
査
（
２
０
０
７
年
）
で
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
５
１
１
名
の
回
答
者

を
新
た
に
追
加
し
た
。
第
４
回
調
査
、
第
５
回
（
昨
年
）
調
査
は
、
新
規
の
回

答
者
を
増
や
さ
ず
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
９
６
４
名
、
８
６
０
名
の
回
答
を
い

た
だ
い
た
。 

　
今
回
（
第
６
回
）
の
調
査
で
は
、
回
答
者
に
占
め
る
、
若
年
層
の
割
合
の
低

下
が
著
し
く
な
っ
た
た
め
、
無
作
為
抽
出
と
い
う
中
立
性
を
あ
き
ら
め
、
若
年

層
を
中
心
に
回
答
者
の
補
充
を
行
っ
た
。
結
果
、
１
１
８
２
人
の
方
々
が
回
答

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
時
間
の
な
い
中
、
毎
回
回
答
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

　
こ
の
結
果
、
回
答
者
の
年
齢
構
成
は
図
１
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
内
円
が
昨

年
調
査
、
外
円
が
今
年
の
調
査
を
表
し
て
い
る
。
２０
代
の
回
答
者
の
割
合
が

５
・
６
％
か
ら
１８
・
７
％
に
上
昇
す
る
な
ど
、
各
年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス
が
改
善

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
男
女
の
構
成
比
も
図
２

の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
数
に
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
そ
の
結
果
、
回
答
者
属
性
の
顕
著
な
変
化
と
し

て
、
未
婚
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
。
昨
年
、
未
婚
者
は

全
体
の
１２
・
４
％
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
２１
・
０
％
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
思
う
が
、
夫
婦

だ
け
の
１
世
代
世
帯
が
１８
・
６
％
か
ら
１５
・
２
％
に
減
り
、

親
と
子
ど
も
の
同
居
を
意
味
す
る
２
世
代
世
帯
が
５７
・
９

％
か
ら
６１
・
５
％
に
増
え
て
い
る
。
学
生
の
割
合
も
、
昨

年
０
・
５
％
か
ら
、
今
年
３
・
５
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
回
答
者
の
属
性
の
変
化
が
、
各
設
問
の
回

答
結
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
が
、
今
回
の
調

査
分
析
の
見
所
で
あ
る
。
各
設
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は
各

論
に
委
ね
、
次
か
ら
は
若
年
層
と
高
年
齢
層
と
の
違
い
、

そ
の
全
体
的
な
傾
向
を
確
認
す
る
。 

　
ち
な
み
に
、
パ
ネ
ル
と
い
う
意
味
で
は
第
１
回
か
ら
継

続
し
て
御
回
答
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
は
、
男
性
２
０
２
名
、

女
性
２
５
８
名
の
合
計
４
６
０
名
で
あ
る
。
内
訳
は
２０
代

が
３
・
９
％
、
３０
代
１５
・
０
％
、
４０
代
２７
・
２
％
、
５０
代
２４
・

３
％
、
６０
代
以
上
２９
・
６
％
で
あ
る
。 

　
第
３
回
（
回
答
者
を
増
や
し
た
年
）
以
降
の
継
続
回
答

者
は
、
男
性
３
４
７
名
、
女
性
４
４
３
名
の
合
計
７
９
０
名
で
あ
る
。
内
訳
は

２０
代
が
４
・
２
％
、
３０
代
１４
・
６
％
、
４０
代
２３
・
７
％
、
５０
代
２５
・
４
％
、
６０
代
以

上
３２
・
２
％
で
あ
る
。 

   

　
調
査
で
は
、
若
年
層
を
中
心
に
、
世
代
間
の
差
異
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
社

会
の
あ
り
方
に
対
す
る
何
ら
か
の
気
づ
き
を
得
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
際
、
各

設
問
の
回
答
結
果
を
考
察
す
る
中
で
、
単
に
年
齢
層
別
に
見
る
の
で
は
な
く
、

性
別
年
齢
層
別
に
分
け
た
方
が
デ
ー
タ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
る
場
合
が
あ
る

調
査
方
法
お
よ
び
回
答
者
の
属
性

設
問
と
回
答
傾
向



こ
と
を
確
認
し
た
。 

      

住
ま
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

　
若
年
層
の
住
ま
い
の
特
徴
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
狭
い
こ
と
と
貸
家
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
、
２０
代
と
３０
代
を
比
べ
る
と
、
親
と

同
居
し
て
い
る
比
率
が
高
い
の
か
、
１
５
０
平

米
以
上
の
家
屋
に
住
む
割
合
は
、
２０
代
の
方
が

３０
代
よ
り
も
高
い
（
図
３
）。 

　
持
ち
家
比
率
は
、
年
齢
層
が
高
く
な
る
ほ
ど

上
昇
し
、
６０
代
以
上
が
８９
・
８
％
。
そ
れ
に
対

し
て
２０
代
が
６２
・
４
％
、
３０
代
が
６５
・
２
％
と

な
っ
て
い
る
（
図
４
）。 

　
住
ま
い
に
関
し
て
の
嗜
好
に
は
年
齢
層
の

違
い
が
反
映
し
て
お
り
、
若
年
層
は
、
血
縁

に
な
い
者
が
共
に
暮
ら
す
と
い
っ
た
、
新
し

い
住
ま
い
方
に
抵
抗
が
な
い
、
住
み
替
え
に

抵
抗
が
な
い
、
個
室
を
好
む
、
家
の
中
に
仕

事
の
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
な
い
、
な
ど
と
い
う

特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
は
男
女
差

が
確
認
で
き
る
。
自
治
会
活
動
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
は
男
女
共
に
若
い
ほ
ど
参
加
者
が
少

な
い
。
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
関
し
て
も
、
若
者
は
、
男
女
そ
れ
ほ
ど
違

い
は
な
い
の
だ
が
、
祭
り
な
ど
は
特
に
中
年
の
女
性
の
参
加
率
が
高
い
。
そ
の

分
、
年
代
差
が
女
性
の
方
で
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
中
で

の
年
代
差
が
大
き
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
居
住
地
付
近
に
知
人
が
い
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
若
年
者

は
、「
い
る
・
い
な
い
」
で
両
極
に
分
か
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
年
代
差
で
い

う
と
、
こ
れ
も
男
性
だ
け
だ
と
有
意
な
差
異
は
な
い
。
女
性
は
年
齢
を
重
ね
る

ほ
ど
、
地
元
と
の
交
流
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
、

年
齢
層
別
の
回
答
に
統
計
的
な
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
。 

　
た
だ
、
今
後
、
地
元
で
知
人
を
増
や
し
た
い
か
と
い
う
意
向
に
つ
い
て
は
若

年
者
の
方
が
積
極
的
で
、
特
に
若
年
女
性
は
そ
の
傾
向
が
大
き
い
。
や
は
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
交
流
を
、
よ
り
強
く
下
支
え
し
て
い
る
の
は
中
年

の
女
性
で
あ
り
、
若
年
の
女
性
も
そ
の
自
覚
と
意
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

     

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
食
生
活
・
エ
コ
ラ
イ
フ
）

　
食
生
活
に
関
し
て
も
年
代
差
が
見
ら
れ
た
。
食
生
活
で
の
不
満
と
し
て
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
理
由
と
す
る
も
の
な
ど
は
若
年
女
性
の
関
心
が
高
い
。
食

の
安
全
・
安
心
な
ど
は
む
し
ろ
高
齢
者
の
関
心
が
高
く
、
若
年
男
性
な
ど
は
あ

ま
り
気
に
し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

　
調
理
頻
度
は
若
年
者
が
少
な
い
一
方
で
、
調
理
が

好
き
か
嫌
い
か
、
と
い
う
質
問
で
は
、
年
長
者
よ
り

も
若
年
者
の
方
が
料
理
好
き
、
と
答
え
る
傾
向
が
強

か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
女
性
に
つ
い
て
は
年
代

で
好
き
嫌
い
の
差
が
あ
ま
り
な
い
の
だ
が
、
高
齢
の

男
性
が
調
理
を
好
き
、
と
選
択
す
る
率
が
非
常
に
少

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
男
性
の
方
で
年
代
差
が
統
計

的
に
有
意
に
現
れ
て
い
る
。 

　
食
事
の
片
付
け
も
調
理
と
同
様
、
男
女
差
が
依
然

と
し
て
大
き
い
。
し
か
し
２０
代
に
関
し
て
は
比
較
的

そ
の
差
は
小
さ
く
な
る
。
と
は
い
え
３０
代
に
入
る
と

急
に
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

２０
代
の
人
た
ち
が
食
事
に
伴
う
作
業
を
分
担
す
る
傾

向
が
あ
り
、
３０
代
に
な
っ
て
も
こ
の
関
係
を
維
持
で

き
る
は
ず
、
と
は
ま
だ
い
え
な
い
。 

　
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
女
性
、
あ
る

い
は
高
齢
者
の
意
識
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
顕
著
で

あ
る
。
例
え
ば
地
産
地
消
の
実
践
意
向
に
つ
い
て
の

回
答
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
年
代
差
が
あ
る
と

と
も
に
、
男
女
別
の
パ
タ
ー
ン
の
差
も
著
し
い
（
図
５
）。 
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つ
ま
り
、
男
性
の
場
合
に
は
年
齢

層
が
高
ま
る
ほ
ど
エ
コ
意
識
も
高
ま

る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
女
性
の
場

合
に
は
６０
代
以
上
の
意
識
は
非
常
に

高
い
が
、
そ
れ
以
下
は
似
た
よ
う
な

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

若
年
女
性
の
水
準
も
男
性
と
比
べ
る

と
か
な
り
高
い
。 

　
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
思
う
か
、
と
い
う
質

問
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
回
答

が
図
６
で
あ
る
。
男
女
と
も
年
齢
と

環
境
配
慮
自
意
識
が
並
行
し
て
変
化

し
て
い
る
。
絶
対
的
な
水
準
を
見
る

と
、
女
性
の
意
識
の
高
さ
が
際
だ
っ

て
い
る
。 

　
次
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
、
家
事
や
仕
事
の
時
間
を
除
い
た
自
由
時
間
に
つ

い
て
も
調
べ
た
。
全
て
の
年
代
で
、「
あ
ま
り
な
い
」「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
の
合

計
値
は
、
女
性
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
（
図
７
）。
男
女
と
も
既
婚
者
の
方
が
圧

倒
的
に
時
間
の
不
足
を
感
じ
て
い
る
が
、
既
婚
者
の
中
の
ど
の
年
代
で
も
女

性
の
時
間
不
足
感
が
男
性
よ
り
大
き
い
。
家
事
等
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ
た

結
果
、
女
性
の
自
由
時
間
の
な
さ
が
際
だ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
た
だ
、
２０
代
に
関
し
て
は
、
既
婚
者
の
割
合
が
少
な
く
（
男
性
２０
％
、
女
性

３３
％
）、
む
し
ろ
未
婚
女
性
の
時
間
不
足
感
が
未
婚
男
性
よ
り
顕
著
に
大
き

い
。
結
果
と
し
て
男
性
と
の
差
が
最
も
大
き
い
年
齢
層
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
家
事
以
外
で
の
活
動
の
結
果
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
若
年
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
、
よ
り
精
査
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。 

      

社
会
問
題
・
生
活
満
足

 

　
関
心
の
あ
る
社
会
課
題
に
つ
い
て
聞
く
と
、
全
体
で
は
「
少
子
高
齢
社
会

問
題
（
全
体
の
５１
・
５
％
が
選
択
）」、「
生
活
・
暮

ら
し
向
き
の
問
題
（
４８
・
８
％
）」、「
地
球
環
境

問
題
（
４７
・
７
％
）」、「
雇
用
問
題
（
４７
・
２
％
）」

と
続
く
。
一
方
、
２０
代
の
関
心
事
は
、
圧
倒
的
に

「
雇
用
問
題
」
で
あ
り
、
男
性
で
５８
・
４
％
、
女
性

で
６３
・
３
％
も
の
回
答
者
が
選
択
し
て
い
る
。
一

方
、
３０
代
以
降
に
な
る
と
、
雇
用
問
題
へ
の
関
心

は
一
気
に
平
均
的
な
水
準
に
収
斂
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
や
は
り
身
近
で
切
実
な
問
題
が
２０
代

の
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
。 

　
３０
代
以
降
は
社
会
問
題
へ
の
関
心
は
平
均
値
に

近
く
な
っ
て
い
く
が
、
若
年
の
女
性
の
関
心
事
と

し
て
は
、
教
育
問
題
が
高
い
選
択
率
と
な
っ
た
。

こ
れ
も
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
問
題
だ
と

い
う
理
由
で
選
択
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

　
社
会
貢
献
の
た
め
に
取
り
組
も
う
と
強
く
思
う
項
目
を
聞
い
た
場
合
で
も
、

「
子
ど
も
を
育
む
」
こ
と
を
あ
げ
た
回
答
者
が
３０
代
の
男
性
（
４６
・
２
％
）、
２０

代
、
３０
代
女
性
（
そ
れ
ぞ
れ
４６
・
７
％
、
５７
・
８
％
）
と
非
常
に
多
か
っ
た
。
生

活
の
中
で
、
子
育
て
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い
る
実
態
が
う
か
が
わ
れ

る
結
果
で
あ
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
生
活
の
満
足
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

総
じ
て
男
性
は
５０
代
、女
性
は
４０
代
を
中
心
に
、相
対
的
に
不
満
度
が
高
く
、若

年
層
、
６０
代
以
上
層
は
比
較
的
満
足
度
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。

若
年
層
と
６０
代
以
上
層
の
違
い
は
、
前
者
は
不
満
層
も
多
い
が
後
者
は
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、平
均
的
に
は
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
満
足
度
が

高
い
、と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
安
定
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
な
の
で
、

４０
代
、５０
代
に
負
荷
が
か
か
る
社
会
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
た
だ
、
生
活
満
足
度
と
似
た
よ
う
な
概
念
で
あ
る
が
、「
あ
な
た
は
幸
せ
か

ど
う
か
」、
と
聞
く
と
少
し
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
（
図
８
）。
男
性
の
場
合
、

幸
せ
と
答
え
た
割
合
の
合
計
値
は
４０
代
が
ピ
ー
ク
、
一
方
で
、
女
性
の
場
合
、
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４０
代
„
以
外
“
は
総
じ
て
高
水
準
で
あ
る
。
男
性
５０
代
、
女
性
４０
代
に
幸
せ

感
が
少
な
い
の
は
生
活
満
足
度
と
整
合
的
で
あ
る
が
、
男
性
４０
代
な
ど
は
、
生

活
満
足
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
幸
せ
感
は
高
い
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。 

   

　
若
年
層
を
中
心
に
、
性
別
も
加
味
し
な
が
ら
年
代
別
の
特
徴
を
見
て
き
た
。

個
別
項
目
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
後
の
論
考
に
譲
る
が
、
今
回
の
調
査

の
全
体
像
を
取
り
ま
と
め
て
み
た
い
。
一
つ
の
気
づ
き
と
し
て
、
若
年
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
順
番
（
一
直
線
）
に
意
識
が
変
わ
る
と
い
う
よ
り
も
、
若
年
、
中

壮
年
、
高
齢
者
で
異
な
っ
た
動
き
を
す
る
意
識
項
目
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
男
女
と
い
う
性
別
が
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
場
合
も
多
く
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
活
者
は
自
身
に
身
近
な
、
あ
る
い
は
切
実
な
問
題

に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
若
年
者
で
は
雇
用
問
題
、
教
育
問
題
と
い
っ
た
項
目

が
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
一
方
で
社
会
に
対
す
る
貢

献
と
い
う
点
で
は
「
子
育
て
」
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
も
分
か
っ
た
。 

　
公
的
な
社
会
課
題
に
対
し
て
は
、
高
齢
層
の
意
識
の
高
さ
が
際
だ
っ
た
。
や

は
り
次
世
代
に
社
会
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
と
い
う
意
味
で
の
責
任
意
識
が

高
く
持
た
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
課
題
の
中
、
環

境
問
題
に
関
し
て
は
、
特
に
女
性
の
意
識
は
高
く
、
若
年
者
も
相
対
的
に
高
い

水
準
の
関
心
が
認
め
ら
れ
た
。 

　
若
年
者
の
男
女
で
い
え
ば
、
生
活
面
で
の
違
い
と
し
て
、
女
性
の
方
が
食
や

子
育
て
に
携
わ
る
機
会
が
多
い
。
良
い
悪
い
は
別
と
し
て
、
現
実
と
し
て
女
性

は
日
常
的
に
環
境
問
題
や
教
育
問
題
に
対
す
る
関
わ
り
の
程
度
が
大
き
い
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
上
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
違
い
が
、
社

会
的
な
課
題
に
対
す
る
意
識
の
違
い
と
な
っ
て
、
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

　
男
性
も
、
抽
象
的
な
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
や
理
解
は
あ
る
も
の
の
、

実
践
的
な
行
動
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
女
性
に
及
ば

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
短
絡
的
に
、
今
後
は
女
性
的
感

覚
が
必
要
と
結
論
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
仮
説
を
導
き
検

証
す
る
と
い
う
態
度
を
持
ち
た
い
。
例
え
ば
、
先
で
述
べ
た
よ
う
な
男
性
と

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
違
い
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

　
以
上
、
簡
単
に
今
回
の
調
査
の
方
法
、
問
題
意
識
、
概
要
を
述
べ
て
き
た
。

よ
り
一
般
的
な
概
要
に
つ
い
て
は
、
季
刊
誌
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
９３
号
で
も
紹
介
し
て

い
る
。
個
々
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
９
月
末

に
公
開
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 （
※
）http://w

w
w
.osakagas.co.jp/com

pany/efforts/cel/life/index.htm
l 
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